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特定非営利活動法人楽理事長

柴田範子

巻頭言

川崎市内に2006年、小規模多機能型居宅介護ひつじ雲を開設して19年が経過。
2022年10月、身体障害の方のグループホームを開設。1988年、福祉事務所ホー
ムヘルパーとして活動後、1999年、上智社会福祉専門学校の専任教員。2004年、
自介護事業所の運営と東洋大学ライフデザイン学部生活支援学科教員を9年勤
務後定年退職。現在、法人の理事長、川崎市住宅政策審議会委員、健幸福寿
プロジェクト委員、生活支援コーディネーターの活動を見守っている。

　社会福祉法人美
びえい

瑛慈光会は、現・安倍

信一理事長が初代理事長から頂いた手紙

にあった「自分の家に帰りたい」から始ま

る言葉を運営理念に掲げている。

　安倍理事長は運営理念を掲げた実践の

中でお年寄りたちとの出会いは、『施設入

所という場面』ではなく『地域での暮らし

の場面』へと変わり、そこでの支援の流れ

の中で『施設の役割・立ち位置』も、以

前とは違う形に変化したように思う。

　なぜ、『在宅』で『地域での暮らし』を

支えるのか?　間違いなく、そこには本人

が築いてきた様々な『つながり』『人生そ

のもの』が残されているからである。

　そして何よりも大切なことは、そこにい

る限りどこまでも『本人が主＝あるじ』で

いられる場所だからなのだと述べている。

　筆者が住む川崎市は高齢者を対象に今

後の暮らし方についてのアンケートを取っ

ている。「一般高齢者に介護が必要になっ

た場合、どのようにしたいですか」の問い

について「家族の介護や介護サービスを

受けて自宅で」の合計が 55.7%となって

いる。また、要介護・要支援認定されてい

る高齢者の 63.7%が「自宅で」を希望し

ている（かわさきいきいき長寿プラン令和

3年～5年度から）。「自宅で」を希望して

いる割合は年々増加傾向にある。詳細に

分析されているわけではないが、自身の

最もなじみのある自宅で、顔なじみの方が

多い地域で暮らし続けたいと願っている結

果ではないか。

　介護保険制度、障害者総合支援法等の

活用は当たり前になっているが、制度が生

活する上ですべてを補ってくれるわけでは

ない。制度を超えた地域の知人や協力者

が共に支え合うことで、地域での自分らし

い生活を継続することが可能になるのでは

ないか。

　「地域で暮らし続ける」ための様々な取

組をしている立場の方々に原稿を依頼し

た。介護福祉士の皆さんが活躍する介護

の場で、取組の一つのヒントになってくれ

たら幸いである。
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拠
点
づ
く
り
に
つ
な
が
る

美
瑛
慈
光
会
の
取
組

　

地
域
を
支
え
る
拠
点
づ
く
り
の
話
の
前

に
、
社
会
福
祉
法
人
美び
え
い瑛
慈
光
会
の
成
り

立
ち
や
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
触
れ
る
必
要

が
あ
る
。
法
人
設
立
者
で
あ
る
故
・
青
山

東
一
先
生
は
、
病
院
の
医
師
と
し
て
長
く

高
齢
者
医
療
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
か

ら
、
要
介
護
高
齢
者
に
対
す
る
生
活
介
護

施
設
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
（
以
下
、
特
養
）
の
設
置
を
検

討
し
て
い
た
美
瑛
町
と
の
協
議
に
よ
り

1
9
7
7
年
、
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
美
瑛
慈
光
園
を
開

設
し
た
。
慈
光
会
の
運
営
理
念
と
し
て
掲

げ
て
い
る
青
山
先
生
の
言
葉
で
あ
る
（
図

1
）。「
住
み
慣
れ
た
家
で
最
期
ま
で
住

美
瑛
町
の

地
域
拠
点
づ
く
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

伊
藤
秀
之 Ito

 H
id

eyuki

社
会
福
祉
法
人
美
瑛
慈
光
会

理
事
・
地
域
密
着
型
介
護
事
業
部
長
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地
域
で
生
き
る
と
も
に
生
き
る

包
括
的

支
援
体
制
の

構
築
に
向
け
て

　
　

   

和
3
年
4
月
1
日
施
行
「
改
正
社
会
福
祉
法
」
に

お
い
て
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
①
属
性
を
問

わ
な
い
相
談
支
援
、
②
参
加
支
援
、
③
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
支
援
を
市
町
村
が
一
体
的
に
行
う
事
業
が
創
設
さ
れ

た
。
地
域
住
民
の
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に

対
し
、「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
を
通
し
た
多
機

関
相
互
の
連
携
に
よ
る
、
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
が

目
的
で
あ
る
。

　

社
会
福
祉
法
人
や
所
属
す
る
職
員
に
お
い
て
も
積
極
的

に
関
わ
る
必
要
が
あ
り
、
①
世
帯
や
属
性
を
問
わ
な
い
他

の
支
援
機
関
と
の
連
携
、
②
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

の
受
託
、
③「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
に
よ
る

参
加
支
援
の
場
の
提
供
、
④
地
域
ニ
ー
ズ
や
地
域
生
活
課

題
の
解
決
に
向
け
た
社
会
資
源
の
創
出
、
⑤
制
度
に
基
づ

く
専
門
性
を
活
か
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
性
に
応
じ
た
様
々
な
課
題
や
生
活

上
の
困
難
を
抱
え
る
人
が
対
象
で
あ
り
、
市
町
村
の
裁
量

や
主
体
性
を
発
揮
し
や
す
い
よ
う
任
意
事
業
と
さ
れ
て
い

る
。
地
域
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け
て
は
、
多
様
な
機
関

や
人
材
が
関
わ
り
協
議
す
る
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
を
重
視

し
て
お
り
、
共
通
認
識
を
持
っ
た
う
え
で
の
包
括
的
な
支

援
体
制
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

社
会
福
祉
法
人
な
ら
び
に
福
祉
施
設
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
中
で
養
っ
て
き
た
専

門
性
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
あ
る
い
は
所
有
す
る
設
備
や
備

品
、
機
能
な
ど
を
活
か
し
、
市
町
村
か
ら
の
協
力
依
頼
に

応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
地
域
福
祉
計

菊
地
月
香
●
社
会
福
祉
法
人
同
愛
会
理
事
長

K
i

k
u
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i
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a
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第

1
回　

現
場
改
革
の
一
歩
は
仲
間
作
り
か
ら

総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
駒
場
苑
施
設
長
◆

坂
野
悠
己

　自分の職場で、大なり小なり課題を感

じていて、でもそれをどのようにして変

えていけるのか、悩む人は多いと思いま

す。私は現在、6つの介護事業所の施設長

をしていますが、20歳の頃から 20年以

上介護職として介護現場で働き、その中

で劣悪な環境の介護現場の改革をしてき

ました。その現場改革の観点から、どの

ようにして変えていくのがよいのか、そ

の実践をこれから全6回にわたり、連載

させていただきたいと思います。

　第1回目は「現場改革の一歩目は何を

すればよいか」についてお話させていた

だきます。まず大事なことは、自分一人

では現場改革はできない、ということを

知ることから始まります。よく一人で大

きな正義感を持って変えよう！と立ち回

る人がいますが、大体うまくいきません。

それは、介護現場はチームケアであり、

自分一人が良い介護をしようとしても、

周りの人たちを巻き込めなければうまく

いかないし、逆に一人で浮いてしまって、

気付いたら働きにくくなっていたとなる

ことが多いからです。

　では、どうしたらよいか ?　まずは仲

現場現場はは
やっぱりやっぱり

おもしろいおもしろい

どのように変えていくか、現場改革の観点から

S a k a n o Y u k i
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バカ
、あ
ほ
う
呼
ば
わ
り

　

僕
が
介
護
の
仕
事
に
つ
い
た
1
9
8
0
年
代
、
認
知

症
は
「
痴
呆
症
」
と
呼
称
さ
れ
、
痴
呆
症
の
状
態
に
あ

る
者
は
「
痴
呆
老
人
」「
痴
呆
性
高
齢
者
」
と
呼
ば
れ
、

同
時
に
僕
ら
関
西
人
が
誰
に
対
し
て
も
情
を
こ
め
て
日

常
的
に
使
う
「
ぼ
け
」
と
い
う
言
葉
に
「
老
人
」
を
く
っ

つ
け
て
「
ぼ
け
老
人
」
と
呼
ぶ
な
ど
、「
痴
呆
」
と
「
ぼ

け
」
が
同
じ
意
味
と
し
て
混
在
使
用
さ
れ
る
摩ま
か訶

不
思

議
な
状
況
だ
っ
た
。

　

電
車
の
修
理
工
か
ら
畑
違
い
の
「
介
護
」
へ
転
職
し
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か
ら
理
解
す
る
認
知
症

（株）大起エンゼルヘルプ取締役　
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和田行
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人権と
の

闘いの
旅路


